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我
が
国
の
絶
滅
危
惧
種
で
天

然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
、冬
に
ロ
シ

ア
か
ら
北
海
道
や
東
北
地
方
へ

渡
り
越
冬
す
る
国
内
で
最
大
級

の
大
型
猛
禽
類
で
す
。多
く
の

オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
雪
解
け
が
始
ま

る
春
に
な
る
と
再
び
ロ
シ
ア
へ

渡
っ
て
い
き
ま
す
が
、一
部
の

オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
北
海
道
に
留
ま

り
繁
殖
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
知

床
半
島
は
、オ
ジ
ロ
ワ
シ
が
主

食
と
す
る
海
の
生
物
が
多
く
生

息
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、道

内
で
も
有
数
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の

繁
殖
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
知
床
で
行
わ
れ
て
い

る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
と
そ
の
生
息
環

境
の
保
全
に
向
け
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
の
取
り
組
み
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

調
査
と
は
？

東京農業大学北海道オホーツクキャンパス准教授。専門は鳥類生態
学・保全学。日露の陸海広域を利用して生息する海ワシ類個体群の
保全に向け、ロシア人研究者との共同研究やオホーツク海域調査に
も取り組んでいる。

調査員

　

現
在
、
知
床
半
島
に
は
40
組

ほ
ど
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
つ
が
い

が
生
息
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
つ
が
い

を
対
象
に
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
繁

殖
が
始
ま
る
３
月
上
旬
頃
か
ら

生
ま
れ
た
ヒ
ナ
が
巣
立
ち
を
迎

え
る
７
月
下
旬
頃
に
か
け
て
、

調
査
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
繁
殖
状

況
調
査
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　知床と野生動物というキーワードから連想さ
れる筆頭は、近年では「クマやシカの管理」で
あろうか。この課題の重要性は言うまでもない
が、世界遺産に登録された理由のひとつでも
ある、原生的環境下の希少猛禽類の生息の維
持・保全もまた、知床の重大なミッションである。
知床半島においては攪乱を避けた森林の大径
木上で営巣し、河川や海の生物を主食とするオ
ジロワシは、知床の陸海の生態系の健全性を
計る上でも非常に重要な種である。オジロワシ
の営巣数や繁殖成功率のモニタリングは、希少
種保全において必要不可欠な長期的動態の理
解のために、極めて重要な知見を提供するもの
である。
　一方で、既に 17 年間継続されてきたモニタ
リング調査が、現場レベルでの本種の保全対
策に必ずしも役立てられていないことに物足り
なさを感じる。調査の遂行だけに終わらず、可
能な限り早期に問題の発生を捉えるため現地観
察の結果や蓄積されたデータを常に洞察し、ま
た、営巣地周辺において繁殖や生息に影響し
得る出来事が生じていないか監視すること、そ
して対策を講ずることまでが本来のモニタリン
グである。

長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
グ
ル
ー
プ
と
は
？

　

１
９
８
０
年
代
か
ら
地
元
の

有
志
に
よ
っ
て
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の

繁
殖
状
況
調
査
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
２
０
０
３
年
に
、
情

報
の
共
有
や
デ
ー
タ
の
効
率
的

な
収
集
を
目
的
と
し
た
「
知

床
半
島
オ
ジ
ロ
ワ
シ
長
期
モ
ニ

オジロワシを調べる
活動レポート

タ
リ
ン
グ
調
査
グ
ル
ー
プ
」
が

つ
く
ら
れ
、
知
床
財
団
は
調
査

グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
当
初
か

ら
、
地
元
調
査
員
や
研
究
者
と

協
力
し
な
が
ら
斜
里
町
・
羅

臼
町
の
両
町
で
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の

繁
殖
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

白木　彩子
長期モニタリング調査グループ

さん

研究者 行政機関
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巣内育雛

つがい形成・交尾

抱卵・抱雛

造巣・既存巣の補修
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12 ～翌 2月

2～ 3月

3～ 5月

5～ 7月

7月～

繁殖状況調査の実施・データのとりまとめ

調査研究・提言 鳥獣等の保護管理・施策

情報共有

巣は今シーズン使われるのか？ 
新たに作る巣はあるのか？

卵を産んだのか？
孵化できたのか？
雛は育っているのか？

雛は無事に巣立ったのか？

繁殖期のオジロワシはとてもデリケートなため調査は巣
からかなり離れたところで望遠鏡を用いて行われる。

助 

言

協
同
調
査

対
応
要
請

巣外育雛・巣立ち

文 － 金川晃大　公園事業係
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長期モニタリング調査グループ

　

オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
一
度
に
産
め

る
卵
の
数
が
他
の
鳥
類
に
比
べ

少
な
い
こ
と
に
加
え
、
産
ま
れ

た
ヒ
ナ
が
成
鳥
に
な
る
ま
で

生
存
す
る
確
率
も
高
く
な
い
た

め
、
も
と
も
と
生
息
数
の
少
な

い
オ
ジ
ロ
ワ
シ
に
と
っ
て
は
、
つ

が
い
数
の
増
減
や
繁
殖
の
成
否

が
地
域
に
生
息
す
る
個
体
群
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ジ
ロ

ワ
シ
は
も
と
も
と
警
戒
心
が
強

く
、
繁
殖
期
に
は
更
に
警
戒
心

が
強
く
な
る
た
め
、
人
が
不
用

意
に
巣
へ
近
づ
い
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
れ
ば
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
が

営
巣
や
育
雛
を
止
め
て
し
ま
う

保
全
に
向
け
た
取
り
組
み

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
営
巣
地
が
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
狩
猟
な
ど

に
よ
る
利
用
エ
リ
ア
と
隣
接
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
つ
い
て

も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

知
床
半
島
で
繁
殖
す
る
オ
ジ

ロ
ワ
シ
は
海
岸
の
道
路
沿
い
に

巣
を
作
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
、
道
路
利
用
と
い
っ
た
人
間

の
生
活
行
動
に
起
因
し
た
人
為

的
な
攪
乱
を
招
き
や
す
く
、
巣

立
っ
て
間
も
な
い
オ
ジ
ロ
ワ
シ

の
幼
鳥
が
走
行
中
の
車
両
と
衝

突
し
、
負
傷
ま
た
は
死
亡
す
る

事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
鳥
獣
の
保
護
を

担
当
す
る
行
政
や
関
係
機
関
と

の
意
思
疎
通
を
図
り
、
負
傷
し

た
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
収
容
状
況
や

そ
の
後
の
経
過
、
死
亡
し
た
個

体
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
も

ら
い
、
知
床
半
島
に
生
息
す
る

オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
つ
が
い
や
幼
鳥

の
数
の
増
減
や
、
繁
殖
状
況
の

変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
活
用

　オジロワシは昭和の時代に大きく数を減らし、
絶滅危惧種として保護されてきました。知床は
オジロワシの重要な繁殖地です。知床が世界
自然遺産に登録された理由の１つは、オジロワ
シなど絶滅危惧種の生息地になっていたからで
す。繁殖モニタリング調査は、つがい数の変化
や繁殖状況の推移を毎年記録する地道な調査
です。繁殖の様子を常に把握することは希少種
の保護には大変重要です。幸いに調査開始以
来、知床のつがい数は増加傾向を見せてきまし

た。一方、大型猛禽類は環境の変化に影響を
受けやすく、常に状況を見守っていく必要があ
ります。知床には現在 30 つがいを超えるオジ
ロワシが営巣しており、その繁殖状況を継続し
て調べることは容易ではありません。このモニ
タリング調査は地元のたくさんのメンバーが参
加することで成り立っています。世界遺産に指
定された知床の生物多様性を守り、希少猛禽
類の保護を進めるために、このモニタリング調
査は大きな役割を果たしています。

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と

中川　元 さん

　

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
２
０

年
ま
で
の

１７
年
間
に
わ
た
る
繁

殖
状
況
調
査
の
結
果
か
ら
、
知

床
半
島
で
確
認
さ
れ
た
オ
ジ

ロ
ワ
シ
の
巣
立
ち
幼
鳥
数
（
新

た
に
誕
生
し
た
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の

数
）
は
１
９
３
羽
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
年
に
よ
っ
て
差
は
あ
る

も
の
の
、
近
年
は

１０
羽
以
上
の

幼
鳥
が
巣
立
っ
て
お
り
、
繁
殖

状
況
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

推
定
さ
れ
る
つ
が
い
数
は
緩

や
か
に
増
加
し
て
い
る
傾
向
が

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
繁
殖
に
失

敗
し
て
し
ま
う
つ
が
い
も
毎
年

一
定
数
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
調

査
に
よ
り
繁
殖
の
成
否
が
確
認

で
き
た
つ
が
い
全
体
の
内
、

２０

～
３０
％
は
繁
殖
に
失
敗
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

知床半島における巣立ち幼鳥の確認数

知床半島における推定生息つがい数

巣の中で雛を育てるオジロワシ巣立ったばかりの幼鳥ウトロの港で保護された
オジロワシ若鳥

オジロワシの巣。
直径１m を超えるサイズになることも。

知床自然大学院大学設立財団・業務執行理事。斜里町
職員として知床博物館、知床自然センターで勤務の後、
知床博物館館長を努める。長年にわたりオジロワシの調
査に携わってきた知床の鳥類研究の第一人者。

《Profile》

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
繁

殖
状
況
や
周
囲
の
生
息
環
境

を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
い
く
た
め
、
安
定
的
な

調
査
体
制
を
維
持
で
き
る
か

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
調
査
の
対
象
と
な

る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
つ
が
い
の

数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ

れ
に
応
じ
た
調
査
体
制
の
再

構
築
や
人
員
確
保
の
た
め
、

オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
生
態
を
よ
く

理
解
し
、
適
切
に
調
査
を
行

え
る
人
材
の
開
拓
や
育
成
も

今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。


